
 

●
令
和
５
年
度
大
竹
市

　
　
公
共
下
水
道
事
業
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
　
玖
波
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
事
業
計

画
変
更
業
務
に
つ
い
て
経
緯
と
現
状
を

問
う
。

　
　
広
島
県
が
施
工
す
る
県
道
大
竹
湯

来
道
路
改
良
事
業
に
伴
っ
て
、
道
路
計

画
区
域
内
と
な
る
玖
波
雨
水
排
水
ポ
ン

プ
場
の
移
設
が
必
要
に
な
り
、
移
設
に

つ
い
て
の
検
討
、
ま
た
事
業
計
画
を
変

更
す
る
た
め
の
業
務
を
設
計
コ
ン
サ
ル

に
委
託
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
度
、
広
島
県
よ
り
道
路
改
良
計

画
に
伴
う
関
係
機
関
と
の
協
議
に
時
間

を
要
す
る
見
込
み
と
な
り
、
雨
水
排
水

ポ
ン
プ
場
の
移
設
に
係
る
検
討
業
務
を

一
旦
中
断
し
て
ほ
し
い
と
い
う
協
議
が

あ
り
、
業
務
を
一
旦
中
止
し
た
。

　
当
初
、
委
託
費
の
支
払
は
業
務
完
了

予
定
の
令
和
６
年
度
と
し
て
い
た
が
業

務
委
託
費
を
精
算
し
、
支
払
い
を
行
う

た
め
に
今
回
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も

の
で
あ
る
。

 

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
大
竹
駅
西
口
の
駅
前
広
場
の
工
事

に
関
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
ん
で

い
る
の
か
問
う
。

　
　
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
は
西
口
の

公
衆
ト
イ
レ
を
除
き
、
令
和
６
年
度
末

に
完
了
予
定
で
あ
る
。

　
現
在
、
JR
西
日
本
が
駅
舎
の
解
体
、

ホ
ー
ム
内
の
屋
根
の
復
旧
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
必
要
な
作
業
ヤ
ー
ド

を
旧
駅
舎
付
近
に
確
保
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
終
了
次
第
、
今
回
の
工
事
に

着
手
す
る
計
画
で
、
JR
西
日
本
と
協
議

調
整
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
も
し
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変

更
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

議
会
に
も
報
告
・
説
明
す
る
。

 

●
令
和
４
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

　
　 

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

　
　
　
　
　 

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
令
和
２
年
に
策
定
さ
れ
た
大
竹
市

水
道
事
業
経
営
戦
略
で
定
め
ら
れ
た
管

路
更
新
率
の
目
標
を
１
度
も
達
成
で
き

て
い
な
い
が
打
開
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
大
竹
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
お

い
て
、
管
路
更
新
率
１
％
を
目
標
と
し

て
い
る
が
、
達
成
で
き
て
い
な
い
。

　
原
因
は
、
管
路
更
新
工
事
に
従
事
す

る
技
術
職
員
の
不
足
と
近
年
の
物
価
上

昇
に
よ
る
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
事

業
数
に
比
べ
て
更
新
率
が
伸
び
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　
技
術
職
員
を
２
名
増
加
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
が
、
実
情
は
減
っ
て
お

り
、
現
在
は
１
名
の
職
員
が
他
の
水
道

事
業
に
関
わ
る
工
事
な
ど
と
並
行
し
て

管
路
更
新
工
事
を
担
当
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
も
技
術
職
員
の
新
規
募
集
を

行
う
。

　
　
使
用
水
量
が
増
え
れ
ば
単
価
が
上

が
る
現
在
の
逓
増
型
の
水
道
料
金
体
系

に
つ
い
て
、
上
下
水
道
局
の
考
え
を
問

う
。

　
　
本
市
の
一
般
用
の
超
過
料
金
単
価

A

A

Q

A

QA Q

Q

本会議へ

生
活
環
境
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

は
ひ
と
月
あ
た
り
10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
が
３
８
．
５
円
、
10
立
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
た
場
合
は
１
６
２
．
８
円
と
２

段
階
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
昨
年
度
、
基
本
水
量
を
下
げ

た
際
に
、
逆
転
現
象
が
起
き
な
い
よ
う

に
調
整
用
の
単
価
と
し
て
設
け
た
も
の

で
、
逓
増
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
仮
に
、
一
定
水
量
以
上
の
超
過
料
金

単
価
を
下
げ
る
料
金
体
系
と
し
、
使
用

水
量
が
伸
び
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
給

水
収
益
が
下
が
り
、
使
用
量
の
少
な
い

利
用
者
へ
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

　
法
に
基
づ
い
て
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
の
で
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決
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●
大
竹
市
火
災
予
防
条
例
の

                  

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
蓄
電
池
設
備
の
ア
ン
ペ
ア
ア

ワ
ー
・
セ
ル
か
ら
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
へ
の

変
更
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
蓄
電
池
設
備
の
潜
在
的
な
火
災
リ

ス
ク
は
、
保
有
す
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
き
さ
、
蓄
電
池
容
量
に
よ
る
こ
と

が
大
き
い
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
た
び
規
制
対
象
の
指
定
に
係

る
単
位
が
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
か

ら
蓄
電
池
容
量
を
表
す
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

に
改
め
ら
れ
た
。

　
従
来
の
対
象
火
気
省
令
で
は
、
鉛
蓄

電
池
設
備
の
安
全
基
準
を
想
定
し
て
お

り
、
そ
の
容
量
と
電
槽
数
の
積
が
４
８

０
０
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
以
上
の

も
の
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
現
在

は
、
鉛
蓄
電
池
の
ほ
か
に
、
ニ
ッ
ケ
ル

水
素
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
の
蓄
電

池
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
圧
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
同
じ
４
８
０
０
ア
ン
ペ

ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
の
蓄
電
池
で
あ
っ
て

も
、
電
圧
を
基
に
換
算
す
る
と
蓄
電
池

容
量
に
差
が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
、
蓄
電
池

容
量
を
表
す
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
が
規
制
対

象
の
指
定
に
係
る
単
位
と
な
っ
た
。

 

●
令
和
５
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
の
人
件
費
お
よ
び
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
会
場
近
く
の

住
民
へ
の
周
知
や
、
説
明
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
今
回
は
、
晴
海
臨
海
公
園
内
で
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
お
り
、
警
備

員
の
配
置
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
当
日
、
車
で
の
来
訪
者
や
下
瀬
美
術

館
に
来
館
さ
れ
る
方
に
は
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
か
ら
誘
導
員
を
配
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
実
際
に
は
主
に
実
行
委
員
の
構
成
団

体
と
地
区
体
育
委
員
に
協
力
を
お
願
い

し
、
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

へ
の
飲
食
や
謝
品
程
度
の
提
供
は
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
周
辺
住
民
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
つ
い
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
今
後
説
明
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

　
　
晴
海
臨
海
公
園
整
備
事
業
の
説

明
で
、
歩
行
者
の
安
全
等
を
守
る
た
め

と
あ
っ
た
が
具
体
的
な
工
事
内
容
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
現
在
の
晴
海
臨
海
公
園
内
の
西
側

に
は
南
北
に
幅
員
５
メ
ー
ト
ル
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
幹
線
園
路
が
あ
る

が
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
外
側
線
な
ど

が
な
く
、
車
道
の
両
側
に
も
構
造
物
は

設
置
し
て
い
な
い
。

　
工
事
の
計
画
で
は
、
幅
員
を
６
．
５

メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
外
側
線
及
び
車
道
の
両
側
に
、
歩
道

と
車
道
を
区
切
る
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ

ク
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
整
備
後
は
２
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
の
直
線
車
道
と
な
る
た
め
、
要
所

に
速
度
抑
制
の
た
め
の
注
意
看
板
を
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
車
の
運
転
者
に
減
速
を
促
す
道
路
の

一
部
を
隆
起
さ
せ
る
ハ
ン
プ
と
い
う
構

造
物
に
つ
い
て
は
、
西
側
の
住
宅
地
と

幹
線
園
路
が
近
接
し
て
お
り
、
音
な
ど

の
問
題
も
あ
る
た
め
、
現
在
は
計
画
し

て
い
な
い
。

 
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
に
要
す

る
経
費
が
１
億
９
２
６
２
万
円
で
前
回

よ
り
増
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
ま
た
、

現
在
の
利
用
者
の
要
望
等
を
ど
の
よ
う

に
確
認
し
て
い
る
の
か
問
う
。

A

A

Q

Q

A

Q

Q

本会議へ

総
務
文
教
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

　
　
主
に
人
件
費
や
物
価
の
高
騰
が
増

額
の
理
由
で
あ
る
。

　
利
用
者
で
あ
る
保
護
者
や
児
童
ク
ラ

ブ
で
働
い
て
い
る
方
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
窓
口
と
し
て
、

市
と
連
携
を
密
に
と
り
、
相
談
等
を
受

け
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
護
者
か
ら
毎
年
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
て
お
り
、
満
足
度
や
意
見
の

収
集
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

A
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●
令
和
５
年
度
大
竹
市

　
　
公
共
下
水
道
事
業
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
　
玖
波
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
事
業
計

画
変
更
業
務
に
つ
い
て
経
緯
と
現
状
を

問
う
。

　
　
広
島
県
が
施
工
す
る
県
道
大
竹
湯

来
道
路
改
良
事
業
に
伴
っ
て
、
道
路
計

画
区
域
内
と
な
る
玖
波
雨
水
排
水
ポ
ン

プ
場
の
移
設
が
必
要
に
な
り
、
移
設
に

つ
い
て
の
検
討
、
ま
た
事
業
計
画
を
変

更
す
る
た
め
の
業
務
を
設
計
コ
ン
サ
ル

に
委
託
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
度
、
広
島
県
よ
り
道
路
改
良
計

画
に
伴
う
関
係
機
関
と
の
協
議
に
時
間

を
要
す
る
見
込
み
と
な
り
、
雨
水
排
水

ポ
ン
プ
場
の
移
設
に
係
る
検
討
業
務
を

一
旦
中
断
し
て
ほ
し
い
と
い
う
協
議
が

あ
り
、
業
務
を
一
旦
中
止
し
た
。

　
当
初
、
委
託
費
の
支
払
は
業
務
完
了

予
定
の
令
和
６
年
度
と
し
て
い
た
が
業

務
委
託
費
を
精
算
し
、
支
払
い
を
行
う

た
め
に
今
回
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も

の
で
あ
る
。

 

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
大
竹
駅
西
口
の
駅
前
広
場
の
工
事

に
関
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
ん
で

い
る
の
か
問
う
。

　
　
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
は
西
口
の

公
衆
ト
イ
レ
を
除
き
、
令
和
６
年
度
末

に
完
了
予
定
で
あ
る
。

　
現
在
、
JR
西
日
本
が
駅
舎
の
解
体
、

ホ
ー
ム
内
の
屋
根
の
復
旧
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
必
要
な
作
業
ヤ
ー
ド

を
旧
駅
舎
付
近
に
確
保
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
終
了
次
第
、
今
回
の
工
事
に

着
手
す
る
計
画
で
、
JR
西
日
本
と
協
議

調
整
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
も
し
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変

更
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

議
会
に
も
報
告
・
説
明
す
る
。

 

●
令
和
４
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

　
　 

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

　
　
　
　
　 

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
令
和
２
年
に
策
定
さ
れ
た
大
竹
市

水
道
事
業
経
営
戦
略
で
定
め
ら
れ
た
管

路
更
新
率
の
目
標
を
１
度
も
達
成
で
き

て
い
な
い
が
打
開
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
大
竹
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
お

い
て
、
管
路
更
新
率
１
％
を
目
標
と
し

て
い
る
が
、
達
成
で
き
て
い
な
い
。

　
原
因
は
、
管
路
更
新
工
事
に
従
事
す

る
技
術
職
員
の
不
足
と
近
年
の
物
価
上

昇
に
よ
る
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
事

業
数
に
比
べ
て
更
新
率
が
伸
び
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　
技
術
職
員
を
２
名
増
加
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
が
、
実
情
は
減
っ
て
お

り
、
現
在
は
１
名
の
職
員
が
他
の
水
道

事
業
に
関
わ
る
工
事
な
ど
と
並
行
し
て

管
路
更
新
工
事
を
担
当
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
も
技
術
職
員
の
新
規
募
集
を

行
う
。

　
　
使
用
水
量
が
増
え
れ
ば
単
価
が
上

が
る
現
在
の
逓
増
型
の
水
道
料
金
体
系

に
つ
い
て
、
上
下
水
道
局
の
考
え
を
問

う
。

　
　
本
市
の
一
般
用
の
超
過
料
金
単
価

A

A

Q

A

QA Q

Q

本会議へ

生
活
環
境
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

は
ひ
と
月
あ
た
り
10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
が
３
８
．
５
円
、
10
立
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
た
場
合
は
１
６
２
．
８
円
と
２

段
階
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
昨
年
度
、
基
本
水
量
を
下
げ

た
際
に
、
逆
転
現
象
が
起
き
な
い
よ
う

に
調
整
用
の
単
価
と
し
て
設
け
た
も
の

で
、
逓
増
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
仮
に
、
一
定
水
量
以
上
の
超
過
料
金

単
価
を
下
げ
る
料
金
体
系
と
し
、
使
用

水
量
が
伸
び
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
給

水
収
益
が
下
が
り
、
使
用
量
の
少
な
い

利
用
者
へ
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

　
法
に
基
づ
い
て
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
の
で
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

第 4回定例会は、令和 5年 9月 6日 ~9月 27日の 22日間に行われました。
詳細については、令和 5年 12月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。
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●
大
竹
市
火
災
予
防
条
例
の

                  

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
蓄
電
池
設
備
の
ア
ン
ペ
ア
ア

ワ
ー
・
セ
ル
か
ら
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
へ
の

変
更
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
蓄
電
池
設
備
の
潜
在
的
な
火
災
リ

ス
ク
は
、
保
有
す
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
き
さ
、
蓄
電
池
容
量
に
よ
る
こ
と

が
大
き
い
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
た
び
規
制
対
象
の
指
定
に
係

る
単
位
が
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
か

ら
蓄
電
池
容
量
を
表
す
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

に
改
め
ら
れ
た
。

　
従
来
の
対
象
火
気
省
令
で
は
、
鉛
蓄

電
池
設
備
の
安
全
基
準
を
想
定
し
て
お

り
、
そ
の
容
量
と
電
槽
数
の
積
が
４
８

０
０
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
以
上
の

も
の
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
現
在

は
、
鉛
蓄
電
池
の
ほ
か
に
、
ニ
ッ
ケ
ル

水
素
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
の
蓄
電

池
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
圧
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
同
じ
４
８
０
０
ア
ン
ペ

ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
の
蓄
電
池
で
あ
っ
て

も
、
電
圧
を
基
に
換
算
す
る
と
蓄
電
池

容
量
に
差
が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
、
蓄
電
池

容
量
を
表
す
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
が
規
制
対

象
の
指
定
に
係
る
単
位
と
な
っ
た
。

 

●
令
和
５
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
の
人
件
費
お
よ
び
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
会
場
近
く
の

住
民
へ
の
周
知
や
、
説
明
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
今
回
は
、
晴
海
臨
海
公
園
内
で
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
お
り
、
警
備

員
の
配
置
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
当
日
、
車
で
の
来
訪
者
や
下
瀬
美
術

館
に
来
館
さ
れ
る
方
に
は
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
か
ら
誘
導
員
を
配
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
実
際
に
は
主
に
実
行
委
員
の
構
成
団

体
と
地
区
体
育
委
員
に
協
力
を
お
願
い

し
、
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

へ
の
飲
食
や
謝
品
程
度
の
提
供
は
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
周
辺
住
民
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
つ
い
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
今
後
説
明
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

　
　
晴
海
臨
海
公
園
整
備
事
業
の
説

明
で
、
歩
行
者
の
安
全
等
を
守
る
た
め

と
あ
っ
た
が
具
体
的
な
工
事
内
容
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
現
在
の
晴
海
臨
海
公
園
内
の
西
側

に
は
南
北
に
幅
員
５
メ
ー
ト
ル
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
幹
線
園
路
が
あ
る

が
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
外
側
線
な
ど

が
な
く
、
車
道
の
両
側
に
も
構
造
物
は

設
置
し
て
い
な
い
。

　
工
事
の
計
画
で
は
、
幅
員
を
６
．
５

メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
外
側
線
及
び
車
道
の
両
側
に
、
歩
道

と
車
道
を
区
切
る
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ

ク
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
整
備
後
は
２
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
の
直
線
車
道
と
な
る
た
め
、
要
所

に
速
度
抑
制
の
た
め
の
注
意
看
板
を
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
車
の
運
転
者
に
減
速
を
促
す
道
路
の

一
部
を
隆
起
さ
せ
る
ハ
ン
プ
と
い
う
構

造
物
に
つ
い
て
は
、
西
側
の
住
宅
地
と

幹
線
園
路
が
近
接
し
て
お
り
、
音
な
ど

の
問
題
も
あ
る
た
め
、
現
在
は
計
画
し

て
い
な
い
。

 

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
に
要
す

る
経
費
が
１
億
９
２
６
２
万
円
で
前
回

よ
り
増
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
ま
た
、

現
在
の
利
用
者
の
要
望
等
を
ど
の
よ
う

に
確
認
し
て
い
る
の
か
問
う
。

A

A

Q

Q

A

Q

Q

本会議へ

総
務
文
教
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

　
　
主
に
人
件
費
や
物
価
の
高
騰
が
増

額
の
理
由
で
あ
る
。

　
利
用
者
で
あ
る
保
護
者
や
児
童
ク
ラ

ブ
で
働
い
て
い
る
方
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
窓
口
と
し
て
、

市
と
連
携
を
密
に
と
り
、
相
談
等
を
受

け
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
護
者
か
ら
毎
年
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
て
お
り
、
満
足
度
や
意
見
の

収
集
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

A
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